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1． は じ め に

　本建物は ， 東京湾 ウ ォ
ー

ターフ ロ ン トにお け る新

都市開発 ， 横浜み な とみ らい 21地 区内 に立地す る 。

大規模なオ フ ィ ス ，
ホ テ ル ， 店舗 ， 文化施設 を内包

し た複合開発 で ， 目本一の 高 さの 高層棟 ， 低層棟お

よび 2 期開発高層棟か ら構成され て い る
。

　当敷地は 地表よ り 5 〜 6m 以深 に上総層群 の 土丹

層が現れ て お り，超高層建築の 支持地盤 と し て信頼

性 の 高 い 地盤 で あ る 。

　本稿で は基礎設計，施工 の概要に つ い て報告する 。

2． 地 盤 概 要

　横浜周辺 の 広大な埋立 は ， 江戸時代の 末期か らの

干拓 に始 ま り現 在に至 っ て い る 。 当敷地一帯 は 明治

39年ま で に 埋 立 が行わ れ て い る が
，
MM21 地区 が現

在 の 形に な っ た の は ， 昭和58年か ら平成元年にかけ

て 行わ れ た埋 立 工 事 に よ る 。

　MM21 地区 の 基盤 であ る上総層群 の 上面深度は ，

か な り起伏 に富み 大小 の 埋 没谷 が存在す る が ， 当敷

地 に お い て は ほ ぼ深度 5m 程度 の 平坦 面 を呈 して い

る （図
一2）。

　地質構成は上位か ら ， 埋 土層 ， 沖積層，上総層群
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で ほ ぼ水平 な地質構造 とな っ て い る （図
一3）。

　基盤 の
一軸圧縮強 さ は ，G ．L．− 90m 付近 ま で は深

度方向の 増加傾向 が な く， 平均値 で 33．8kgf／cm2

o

3 − 10

匿

イ哩

騨　一20

一30

一40

図
一 1　 案内図

図一2　上 総層群等深線図 （T・P・）
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図一 3　 地質断面図
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fi− 　1　 排水せ ん断強度定数

地 層

砂　　　　　層

シ ル ト 岩 層

せ 　ん 　断 　強　度 　定　数

c ，d （kgf／cm2 ） φ。d （
°

）

尸
D517

，
128fOOD3

とな っ て い る 。

　排水条件下 で の せ ん 断強度定数は ， 表一 1 の とお

りで あ る 。

　圧密排水三 軸圧縮試験 に よ る 上総層群 の ポ ァ ソ ン

比 は 砂層0．17〜O．　31
，

シ ル ト層（土丹層）0．14〜0．18

で あ る 。

3．　 建物概要 および構造計 画

　3．1 建物概要

　高層棟 は地上 70階， 塔屋 3階 ， 地下 3 階， 延床面

re　231　060　m2 の規模で ， 周辺 低層部 と は 基礎以外は

エ キ ス パ ン シ ョ ン ， ジ ョ イ ン トに よ り切離され て い
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図
一4　床伏図，軸組図

る 。 設計 G ．L ．（TP ．十 3．　5m ） よ りの最高高 さ は 296

m ，基礎床付位置 は G ．L − 24m で あ る 。

　 3．2 構造計画

　独 特の形状 の 高層建物 で
， 平面は正 方形 の 四 つ の

隅角部が張出 し た形 で 下層 か ら上層 に 向か っ て 平面

形が縮小 し て い る （図
一4）。

　従来 の 超高層建築 と比較 し て 地震荷重 に対す る 風

荷重 の 比 が大き く， 特に動的応答 の 影響が大きい 。

　架構形式 は ， 鉄骨造 の 2 重 チ ュ
ーブ構造 とし ， 建

物 の 下部 （8 階以下） は鉄骨鉄筋 コ ン ク リ
ート造 と

し ， 固有周期 を短 くする こ と に よ り風 に よ る応答 を

減 ら し て い る
。 ま た

，
コ ン ク リ

ー
トが重錘 と し て働

き ， 風荷重時の 転倒 モ ーメ ン トに よ る 引抜き力 （浮

き上 リカ） に対 し て 抵抗する。

　建物底盤下に は ， 上総層群 の シ ル ト層 ， 砂層が連

　
　
08

認

縟
［
鱒

脚

ヨ

噐
圃

鑞

司
図一一　5　 基礎伏図

続し て い る こ とか ら直接基礎形式 の べ た基礎 で計画

し た。 B3 階か ら上部 の 建物重量 は 33万 tfあ り，こ

れ を い かに分散させ て 地盤 に伝 え る か が基礎設計 の

ポイ ン トで ある 。

　図一 4 の 2 階伏図で 見 る よ うに ， 地上階重量 は コ

ァ 部の壁 と外周隅角部 の壁 に よ り基礎 に伝 え られ る 。

基礎底盤 は接地面 積を増大す るた めに ， 外周 の 架構

芯 よ り 4．5m 外側 に張出 し た形状 と し ， 厚 さは 5 皿

と し た （図
一5）。

4． 基礎の 設計

　4．1 設計方針

　基礎 の 応力は基礎構造を約 3．om の グ リ ッ ドの格

子梁 と し
， 地盤 を鉛直ばね と した モ デル に よ り解析

土 と蕃礎，41− 12 （431）
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表 一 2　解析 モ デル の 概要

基礎の 分割　 原則 と し て 3．Om に 分割
5． 基礎 の 施工

荷 　引 鶻 応蠏 析略 鋤 力殖 接肋

支点 の 状 態

荷重ケース

地 盤 ばね を各節点の 支配面積 よ り算定 し，弾性

支持 とする 。

  　長 期

  風荷 重 （風 向方向， 風向直交方 向）

  　 地震荷重

し た 。

　土質試験に 基づ き ， 地盤許容支持力度 を建築基礎

設 計指針 に よ り算定 する と 300〜550tf／m2 で ある が ，

設計用長期許容地耐力度は 100tf／m2 と し ， 短 期 荷

重 に対 して は こ の 2 倍 と した。

　 4．2 解析モ デル

　汎用応力解析プ ロ グラ ム ANSYS を使用 し ， 平面

格子梁応力解析 を行 っ た 。

　なお，地盤 の 鉛直ばね は ， 剛性の ひ ずみ依存性 を

考慮 して Steinbrenner（シ ＝ タイ ン ブ レ ン ナ ー）近

似解 に よ っ て求 め
， 長期荷重時解析用鉛直ばね を 1．3

kgf／cm2 とした 。 短期荷重時用 と し て は安全側 の 仮

定 と し て ， 長期荷重時用 の 2 倍と した 。

　地盤 の 最大接地圧 は表
一 3 の よ うに な っ て い る 。

表 一3　 接地圧一
覧

接地 圧 （tf／mZ ）

長 　 　　期
平

最

均

大

短　 　 　期
地 震 荷 重 時

風 　荷　重 　時

133988154

．0156
．5

写真
一 1　 ア ース ア ン カー

施工

December
， 1993

　 5．1　山留め 工 事

　 山留め は ， ソ イ ル モ ル タ ル 柱列連続壁 （SMW ）十

ア
ー

ス ア ン カ ー方式 と し た （写真一 1）。

　 SMW は ， 総面積約 21　OOO　m2
， 柱列杭径 650φ，

最大 ソ イ ル 壁深 さ G ．L ．− 29m で あ る
。 鋼材 は H −

450 × 200 × 9× 14， H −506 × 201x11 × 9 を総重量約
2500tf 使用 し た

。 造船所跡地 で ある た め 護岸や基

礎等 の 地中障害が多 くあ り，
ロ ッ クオ

ー
ガーに よ り

撤去 し た
。

　 ア
ー

ス ア ン カ ー
はすべ て 除去式 ア ン カ ー

で あ る 。

設計緊張力は 65tf／本で ，打設段数は 最大 の 箇所で

7段で あ る 。

　 5．2　掘削

　 掘削方法は ， 車路 を根切 り底 ま で 造成 し なが らダ

ン プ に掘削機 よ り直接積み込む最 も効率 の よ い 方法

を と っ た 。

　総掘削土量 は約 660000m3 で ， 掘 削深 さは ， 高層

棟が G ．L ．− 24．1m ， 低 層 棟 が G ．L ．− 16，35m で あ

る。

　掘削工 事 に約17 か 月 を要 し て い る が，最盛期 に は

1 日平 均で 約 3　500　m3 ，最大約 5　500m3 の 土 量を搬

出 した 。 最盛期 の 掘削進捗状況 を図
一 6 に 示 す （写

真一 2）。

　 5．　3　 リバ ウン ドおよび沈下 の計測

　地 盤の 安定性な らび に 剛性 を確認す る た め ， 掘削

に伴 っ て 発生す る地盤 の リバ ウ ン ド量 お よび建物建

設 に よる地 盤 の 沈下量 を計測 し た 。

　高層棟直下 お よび そ の 近傍 に 4 箇所，低層棟に 3

写真一2　 掘削状況
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一 6　掘削進捗図
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図
一7　 リバ ウ ン ド

・
沈下量経過図

箇所 ， 計 7 箇所に 計器 を設置 し た 。 高層棟 の 中心位

置 の 測定点 につ い て は ，
G ．L ．− 200m を基点 と して

G ．L．− 150m
，

− 100m ，

− 50m ，

− 35m
，

− 25m の

5 深度に つ い て 変位を計測 し た 。 使用 計器は ワ イ ヤ

ー式変位計で
， 計測期間は ， 掘削開始（1990年 2 月）

か ら建物完成 （1993年 5 月） ま で の 3 年 3 か月で あ

る D

　高層棟中心 位置 の 計測結果 を図
一 7 に示す 。

　高層棟に つ い て は 1990年 6 月に掘削が完了 し ， 引

続 き耐圧版 コ ン ク リ
ー トの打設 を行っ て い る。

　図一7 に よ る と， 高層棟の 位置で は掘 削によ り約

17mm の リバ ゥ ン ドが 生 じ ， 建物建設 に ょ り約 27

mm 沈下 し て い る （G．L − 200皿 か ら G．L，− 25m

問）。

6．　 お わ り に

　横浜 ラ ン ドマ
ー

ク タ ワ
ーは 1988年 3 月 着 工 し，

1993 年 6 月工 期39か 月で竣工 し た。本稿で は ， 当建

物 の基礎設計 ， 施工 の概要に つ い て報告 した 。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　（原 稿受理　　1993．8．6）
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